
企
業
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
本
質
は
、
様
々
な
不
確

実
性（
リ
ス
ク
）が
存
在
す
る
経
済
社
会
の
中
で
、
企
業
が

自
由
に
、
従
っ
て
自
己
の
責
任
に
お
い
て
リ
ス
ク
を
と
り
、
持

続
的
な
成
長
を
可
能
な
ら
し
め
る「
智
恵
」で
あ
り
、
企

業
経
営
の
根
幹
に
係
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
点
、
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
わ
が
国
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
国
際
的
に
見
て
も
、
ま
た
わ

が
国
自
体
の
歴
史
を
顧
み
て
も
、
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の

で
、
自
由
主
義
を
標
榜
し
な
が
ら
、
内
実
は
市
場
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
よ
ら
な
い
官
民
一
体
の「
談
合
」に
よ
っ
て
不
確
実

性
を
小
さ
く
し
よ
う
と
す
る「
日
本
的
社
会
主
義
」と
も

称
さ
れ
る
状
況
が
現
出
し
た
。

す
な
わ
ち
、「
戦
略
リ
ス
ク
」は
、
規
制
と
保
護
の
枠
組

み
の
下
で
、
行
政
当
局
の
指
示
待
ち
、
業
界
横
並
び
と
い

っ
た
”他
人
任
せ
イ
ズ
ム
“
が
横
行
し
、
多
く
の
民
間
企
業

に
と
っ
て
主
体
的
な
管
理
対
象
で
な
い
時
代
が
永
く
続
い

た
。「
金
融
リ
ス
ク
」は
、
敗
戦
に
よ
る
膨
大
な
資
本
毀
損

を
補
填
す
べ
く
、
官
民
一
体
と
な
っ
た「
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
よ
ら
な
い
資
金
配
分
」や「
株
式
持
合
い
等
信
用
リ
ス
ク

の
も
た
れ
合
い
」シ
ス
テ
ム
の
下
で
封
じ
込
め
ら
れ
て
き
た
。

「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク
」は
、
教
育
水
準
が
均
一
で
ロ

イ
ヤ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
国
民
の
存
在
に
よ
り
、
極
め
て
低
い

レ
ベ
ル
に
止
ま
っ
て
い
た
。「
災
害
リ
ス
ク
」は
、
保
険
業
を
厳

し
く
長
く
規
制
・
保
護
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
コ
ス
ト
な
が

ら
比
較
的
整
斉
と
処
理
さ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
近
年
、
金
融
の
自
由
化
を
含
む
経
済
諸
規

制
の
緩
和
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
さ
ら
に
は
事
故
・
不
祥

事
の
頻
発
に
象
徴
さ
れ
る
企
業
規
律
の
低
下
な
ど
に
よ

り
、
こ
う
し
た
戦
後
の
リ
ス
ク
管
理
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
大
き
な

変
容
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
一
九
八
〇
年

代
半
ば
の
バ
ブ
ル
崩
壊
を
契
機
と
す
る
企
業
に
よ
る
大
幅

な
リ
ス
ト
ラ
、
市
場
の
枠
組
み
や
取
引
慣
行
の
変
更
、Ｉ
Ｔ

に
象
徴
さ
れ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
革
命
、
政
府
の
役
割
の
見
直

し
等
が
重
層
的
に
行
わ
れ
る
中
で
、
企
業
の
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
、「
文
明
開
化
」と
も
言
う
べ
き
新
し

い
流
れ
が
生
じ
て
い
る
。
例
え
ば
日
本
C
F
O
協
会
主
催

の
C
F
O
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
メ
ン
バ
ー
企
業
の
多
く
は
、

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
体
制
、
プ
ロ
セ
ス
、
対
象
リ
ス
ク
、
リ

ス
ク
の
計
量
化
、
リ
ス
ク
の
処
理
策
、コ
ス
ト
／
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト
分
析
等
に
お
い
て
、
す
で
に
欧
米
企
業
に
劣
ら
な
い
レ

ベ
ル
に
到
達
し
て
い
る
。

リ
ス
ク
管
理
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
大
変
容
は
、
必
然
的
に
わ
が

国
経
済
社
会
の
リ
ス
ク
を
予
想
以
上
に
増
幅
さ
せ
る
結
果

を
招
い
て
お
り
、
こ
う
し
た
事
態
に
対
処
す
る
の
に
民
間

レ
ベ
ル
の
努
力
だ
け
に
依
存
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
り
、
国

際
競
争
力
の
維
持
・
向
上
の
観
点
か
ら
も
好
ま
し
く
な
い
。

個
人
、
企
業
、
地
域
社
会
そ
れ
ぞ
れ
に「
分
」に
応
じ
た
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
啓
蒙
・
普
及
さ
せ
る
努
力
を
行
う
と

と
も
に
、
国
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
早
期
に
、
自
由
と
自
己

責
任
を
原
則
と
す
る
安
定
的
で
国
際
的
競
争
力
を
有
す

る「
新
し
い
リ
ス
ク
管
理
パ
ラ
ダ
イ
ム
」を
構
築
す
る
こ
と
が

強
く
望
ま
れ
る
。

こ
の
点
を
企
業
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
敷
衍
す
る
と
、
①
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
企
業
経
営
に
お
け
る
位
置
づ
け
、
②
人

間
的
要
素
に
対
す
る
配
慮（
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
貢
献

し
て
評
価
さ
れ
る
の
か
／
リ
ス
ク
認
識
の
統
一
化
が
可
能

か
／
現
場
の
自
由
度
と
内
部
統
制
等
）、
③
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
積
極
活
用
、
④
談
合
、
グ
ル
ー
プ
意
識
な
ど
競
争
制
限

的
要
素
の
存
在
、
と
い
っ
た
課
題
に
一
層
前
向
き
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

一
方
、
国
レ
ベ
ル
に
あ
っ
て
は
、
①
官
が
引
き
受
け
る
リ

ス
ク
と
民
が
と
る
リ
ス
ク
、
②
経
営
の
自
由
度
と
社
会
的

責
任（
C
S
R
）、
③
科
学
的
経
営
と
人
間
的
経
営
、
④

国
内
慣
行
と
グ
ロ
ー
バ
ル
慣
行
、
と
い
っ
た
諸
要
素
に
つ
い

て
、
情
況
に
応
じ
時
代
に
応
じ
て
適
切
に
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
る（
中
庸
を
得
る
）
枠
組
み
が
、
新
し
い
リ
ス
ク
管
理
パ

ラ
ダ
イ
ム
に
は
求
め
ら
れ
る
。
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リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
現
状
と

そ
の
方
向
性

最
近
、
C
S
R
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
企
業
市
民
と
し
て
、
株
主
だ
け
で
な
く
、
従

業
員
、
顧
客
、
立
地
し
て
い
る
地
域
住
民
等
の
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
て
十
分
な
責
任
を
果
た
す
こ

と
が
企
業
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、

経
営
環
境
お
よ
び
産
業
構
造
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進

展
と
と
も
に
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
経
営
リ
ス
ク

は
ま
す
ま
す
増
大
し
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
見

直
し
と
強
化
、
さ
ら
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
の

確
立
が
必
要
で
あ
る
。
旭
化
成
は
、
一
昨
年
一
〇
月

に
分
社
・
持
株
会
社
制
に
移
行
し
た
。
こ
の
体
制
に

見
合
っ
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
制
度
と
運
用
、

評
価
の
方
法
を
現
在
見
直
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
の

コ
ス
ト
も
か
か
る
が
、
あ
る
程
度
容
認
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
考
え
て
い
る
。

現
在
、
持
株
会
社
の
社
長
が
委
員
長
に
な
っ
て
C

S
R
推
進
委
員
会
を
つ
く
り
、
そ
の
下
に
、「
危
機
管

理
委
員
会
」
を
新
設
し
た
。
こ
の
委
員
会
の
活
動
方

針
は
リ
ス
ク
の
未
然
防
止
と
、
発
生
し
た
リ
ス
ク
へ

の
対
応
で
あ
る
。
リ
ス
ク
項
目
の
洗
い
出
し
や
、
定

量
化
・
計
量
化
に
よ
る
危
機
リ
ス
ト
マ
ッ
プ
づ
く
り

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
の
企
業
不
祥
事
の
例
か

ら
も
分
か
る
通
り
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
モ
ラ
ル

に
関
わ
る
部
分
の
方
が
企
業
の
存
続
に
と
っ
て
大
き

な
影
響
を
与
え
る
と
思
う
。
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て

教
育
や
危
機
意
識
の
醸
成
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
の

強
化
を
分
社
・
持
株
会
社
制
で
や
っ
て
い
く
。
一
方
、

発
生
し
た
リ
ス
ク
へ
の
対
応
は
、
天
災
等
、
自
助
努

力
で
防
ぎ
き
れ
な
い
災
害
が
起
き
た
と
き
は
、「
B
C

P
（
事
業
継
続
計
画
）」
の
作
成
、
従
業
員
の
行
動
指

針
や
訓
練
を
や
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

内
部
統
制
へ
の
対
応

内
部
統
制
に
つ
い
て
は
、
経
営
者
が
自
ら
責
任
を

持
っ
て
行
う
も
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
経
営
品
質
の

向
上
、
あ
る
い
は
信
頼
性
の
確
保
が
で
き
る
と
思
う
。

一
方
で
、
内
部
統
制
は
資
本
市
場
へ
の
参
加
資
格
で

あ
り
、
各
企
業
が
均
質
な
情
報
開
示
を
す
る
こ
と
が

重
要
だ
が
、
日
本
に
は
そ
の
統
一
的
な
基
準
が
な
い
。

S
O
X
法
と
C
O
S
O
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
、
そ
の

一
つ
の
参
考
に
な
る
か
と
思
う
が
、
ミ
ニ
マ
ム
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
的
な
も
の
は
、
日
本
と
し
て
作
ら
ざ
る
を

得
な
い
と
考
え
る
。
実
務
面
で
は
、
こ
う
い
う
経
営
イ

ン
フ
ラ
を
作
る
際
に
、
商
法
や
証
取
法
と
の
整
合
性
が

と
れ
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
し
、
ま
た
、
レ
ビ
ュ
ー
か

監
査
か
と
い
う
問
題
や
、
会
計
監
査
人
と
監
査
役
の
役

割
と
そ
の
関
係
も
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
コ
ス
ト
と
効
果
の
関
係
で
、
例
え

ば
、
リ
ス
ク
総
量
が
最
大
一
億
円
の
も
の
に
、
誰
も

一
〇
億
円
の
保
険
料
を
払
わ
な
い
が
、
内
部
統
制
の

や
り
方
に
よ
っ
て
は
、
そ
う
い
う
こ
と
が
起
き
る
。

従
っ
て
、
企
業
の
継
続
的
な
成
長
を
阻
害
し
な
い
よ

う
十
分
な
議
論
が
必
要
だ
し
、
議
論
の
際
、
日
本
の

企
業
風
土
を
事
実
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
主
張
す
べ

き
で
あ
る
。
エ
ン
ロ
ン
事
件
な
ど
の
米
国
の
短
期
業

績
を
重
視
す
る
経
営
と
異
な
り
、
日
本
の
場
合
は
新

入
社
員
の
と
き
か
ら
ず
っ
と
や
っ
て
き
た
者
が
経
営

者
に
な
る
風
土
だ
と
い
う
こ
と
を
少
な
く
と
も
言
っ

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
産
業
政
策
論

的
な
視
点
で
、
証
券
市
場
な
り
資
本
市
場
の
健
全
性

の
根
幹
は
、
産
業
な
り
企
業
の
継
続
的
な
成
長
、
企

業
価
値
の
増
大
が
ベ
ー
ス
で
あ
り
、
有
価
証
券
報
告

書
の
虚
偽
記
載
は
い
け
な
い
が
、
あ
ま
り
小
さ
な
こ

と
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
て
企
業
の
継
続
的
な
成
長
を
阻

害
し
て
は
い
け
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
日
本
で
社
会
問
題
化
し
て
い
る

企
業
事
件
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
か
モ
ラ
ル
と

い
っ
た
統
制
環
境
に
属
す
る
部
分
が
ほ
と
ん
ど
で
、

し
た
が
っ
て
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
導
入
だ
け
で

は
、
確
信
犯
的
な
経
営
者
の
犯
罪
は
防
げ
な
い
と
感

じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
問
題
へ
の
対
処
も
必
要
だ
。

パ
ネ
リ
ス
ト

伊
藤
一
郎
氏

旭
化
成
株
式
会
社
取
締
役
専
務
執
行
役
員
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二
〇
〇
三
年
度
か
ら
有
価
証
券
報
告
書
で
の
リ
ス
ク

開
示
、
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
は
適
正
性
に
関
す
る
確
認

書
の
証
券
取
引
所
へ
の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
経

理
・
財
務
担
当
に
と
っ
て
は
大
変
な
変
革
時
期
だ
。
リ
ス

ク
対
策
や
内
部
統
制
は
企
業
が
自
律
的
に
経
営
者
責

任
と
し
て
や
る
必
要
が
あ
る
が
、
株
主
に
対
す
る
公
表

予
想
や
中
期
的
な
公
表
目
標
等
の
期
待
利
益
に
対
す
る

特
に
マ
イ
ナ
ス
要
因
が
企
業
に
と
っ
て
の
リ
ス
ク
だ
。
当

社
の
リ
ス
ク
へ
の
対
応
ポ
リ
シ
ー
は
、
医
薬
品
製
造
業
者

と
し
て
、
事
業
に
伴
う
戦
略
的
な
リ
ス
ク
は
適
正
な
リ

タ
ー
ン
が
存
在
す
る
場
合
は
取
る
が
、
こ
れ
以
外
の
リ
ス

ク
は
徹
底
的
に
ヘ
ッ
ジ
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
リ
ス
ク
は

で
き
る
だ
け
計
数
化
し
計
画
お
よ
び
予
想
に
織
り
込
ん

で
い
る
。

戦
略
リ
ス
ク

医
薬
品
産
業
の
特
性
は
、
売
上
高
に
対
す
る
研
究
費

の
割
合
の
高
さ
だ
。
当
社
は
上
限
を
二
〇
％
と
し
て
い

る
。
研
究
開
発
の
成
功
確
率
は
大
体
一
万
二
〇
〇
〇
分

の
一
で
、
製
品
化
ま
で
の
時
間
も
長
く
活
動
自
体
が
リ

ス
ク
テ
ー
キ
ン
グ
で
あ
り
、
そ
の
管
理
が
我
々
の
最
大
の

ポ
イ
ン
ト
で
、
開
発
プ
ロ
セ
ス
の
ス
テ
ー
ジ
毎
に
リ
ス
ク
判

断
を
し
て
い
る
。
価
格
戦
略
で
は
、
日
本
に
は
薬
価
制
度

が
あ
り
、
薬
剤
費
抑
制
の
た
め
確
実
に
価
格
が
下
が
る

た
め
、
有
効
性
の
高
い
製
品
を
出
し
続
け
ね
ば
な
ら
な

い
。
一
方
、
米
国
は
自
由
薬
価
制
で
、
価
格
低
下
や
シ
ェ

ア
ダ
ウ
ン
の
リ
ス
ク
が
高
い
の
で
競
合
品
の
価
格
動
向
を

睨
ん
だ
価
格
設
定
が
重
要
と
な
る
。
発
売
後
に
予
期
し

な
か
っ
た
副
作
用
が
出
る
リ
ス
ク
に
は
保
険
を
か
け
る

し
か
な
い
が
、
保
険
引
受
先
が
な
い
の
が
課
題
で
あ
る
。

財
務
リ
ス
ク

当
社
で
は
、
ド
ル
相
場
一
円
の
変
化
が
売
上
で
二
三

億
、
利
益
で
八
億
の
変
動
に
な
る
。
為
替
リ
ス
ク
は
、
内

部
統
制
面
か
ら
極
力
日
本
お
よ
び
欧
米
の
拠
点
に
為
替

取
引
を
集
中
し
、
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
・
レ
ー
ト
で
の
予
約
オ
プ

シ
ョ
ン
で
ヘ
ッ
ジ
し
て
い
る
。
金
利
変
動
リ
ス
ク
で
は
、
手

元
流
動
性
が
一
兆
円
を
超
え
て
お
り
、
金
利
が
一
％
変

動
す
る
と
一
〇
〇
億
ぐ
ら
い
金
融
収
益
が
変
動
す
る
。

通
貨
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
地
域

別
の
資
金
需
要
を
勘
案
し
、
円
と
ド
ル
を
大
体
五
〇
％

弱
ず
つ
保
有
し
て
い
る
。
今
後
は
、
現
在
五
％
程
度
の
ユ

ー
ロ
の
割
合
を
欧
州
事
業
の
拡
大
に
あ
わ
せ
て
高
め
、
三

通
貨
で
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
考
え
て
い
る
。
年
金
リ
ス

ク
に
つ
い
て
は
、
近
年
数
百
億
の
未
認
識
債
務
を
清
算
し

た
ば
か
り
で
、
金
利
変
動
に
影
響
を
受
け
に
く
い
年
金

シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
て
い
る
。
税
務
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、

海
外
子
会
社
と
の
取
引
で
重
要
な
も
の
は
A
P
A（
事
前

合
意
に
よ
る
税
額
決
定
）制
度
を
と
り
、
国
内
案
件
で

は
、
担
当
の
国
税
に
事
前
に
意
見
を
聞
い
て
い
る
。

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク

グ
ル
ー
プ
の
内
部
統
制
強
化
の
た
め
、
今
年
度
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
・
セ
ル
フ
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト（
C
S
A
）プ
ロ
グ
ラ
ム
を

導
入
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
証
券
取
引
所
に
確
認
書
を
提

出
し
た
。
C
O
S
O
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
基
づ
き
、
社
内

各
部
門
、
関
係
会
社
が
各
々
の
担
当
領
域
の
内
部
統
制

状
況
を
自
己
診
断
し
、
問
題
が
あ
る
と
き
は
改
善
計
画

を
提
出
さ
せ
る
ほ
か
、
各
部
門
お
よ
び
関
係
会
社
の
社

長
は
提
出
書
類
お
よ
び
各
社
の
財
務
諸
表
が
正
確
で
、

内
部
統
制
上
の
問
題
が
あ
れ
ば
改
善
計
画
を
実
行
す
る

こ
と
を
社
長
に
宣
誓
し
て
い
る
。
監
査
室
と
経
理
部
は

各
社
を
指
導
し
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
内
部
統
制
状
況
を

網
羅
的
に
評
価
し
ト
ッ
プ
に
報
告
し
て
い
る
。

ハ
ザ
ー
ド
・
リ
ス
ク

民
間
企
業
で
や
る
の
は
難
し
い
が
、
日
本
が
壊
滅
し
て

も
生
き
残
れ
る
よ
う
海
外
市
場
を
開
拓
し
、
生
産
も
現

地
化
を
進
め
て
い
る
。
最
近
出
て
き
て
い
る
利
益
補
償
保

険
も
検
討
し
始
め
た
。
ハ
ザ
ー
ド
・
リ
ス
ク
は
、
適
正
な

保
険
の
付
保
が
最
大
か
つ
唯
一
の
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
手
段
だ

と
認
識
し
て
お
り
、
保
険
会
社
の
引
き
受
け
キ
ャ
パ
シ
テ

ィ
ー
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
。

パ
ネ
リ
ス
ト

高
原
宏
氏

武
田
薬
品
工
業
株
式
会
社

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
オ
フ
ィ
サ
ー
経
理
部
長

CFO Conference
2005年7月13日（水）にパレスホテル（東京・千代田区）で開催された
CFO Conferenceでの講演内容を編集したものです。


